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①事業の⽬的 1

G空間情報と世界最先端の津波防災技術を融合させたG空間防災モデル
を確⽴し、地域の防災レジリエンスを向上させる

• 東⽇本⼤震災における教訓を踏まえ、我が国が持つ最先端のシミュ
レーション・センシング・ICTを統合し、津波発⽣直後のきめ細か
な津波情報や、迅速な被害情報の推計・把握と配信を通じて被災⾃
治体を⽀援し、災害に対するレジリエンスの向上と我が国の国⼟強
靱化に資する、世界最先端のG空間防災モデルを確⽴する。

• 世界最先端のG空間防災モデルの導⼊による地⽅⾃治体の災害対
策・対応業務の効率化および住⺠へのサービスの質の向上を図る。

• G空間プラットフォームとの連携、G空間防災モデルを普及展開させ
るため仕様・ルール等を検討する。



②実証項⽬ 2

⾼知県・⾼知市
1), 2), 4), 5), 6)

⽯巻市 1), 7)
東松島市 1), 3)

1. リアルタイム津波浸⽔・被害
予測情報配信の実証 [東北
⼤・国際航業・NEC]

2. 沖合の津波観測による津波予
測精度の向上 [⽇⽴造船]

3. リモートセンシングによる津
波被害の迅速な把握 [⽇⽴製
作所]

4. 津波情報の⾃治体防災システ
ムへの発信、避難指⽰コンテ
ンツの伝達、避難者の把握
[NTTコム]

5. 準天頂衛星等を活⽤した多層
的な情報伝達の実証 [NTT⻄
⽇本]

6. 耐災害ICTを活⽤した災害に
強いネットワーク技術の実証
[東北⼤/NICT]

7. リアルタイム津波浸⽔情報の
被災地配信を想定した災害対
応業務の合理化・効率化 [東
京⼤学]

静岡市 1), 4), 5)

震災教訓の共有

震災教訓の共有

広域連携



③事業イメージ

リアルタイム浸⽔予測結果から、浸⽔域内⼈⼝、建物棟数、建物被害数等を推計し、
巨⼤地震津波災害発⽣直後の⾃治体の
果を提供する。
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初動対応に資する、被害状況の量的な推計結
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実⽤化・展開

世界への展開

⽇本全国展開他災害情報システムとの
リンク・統合

展
開常時

連携

即時津波浸⽔・被害予測

G空間情報ＰＦ
被害状況

医療情報

避難情報
交通状況

ﾗｲﾌﾗｲﾝ

河川海岸

基盤地図

衛星写真

リアルタイム
津波被害予測システム

配信

準天頂衛星など

世界最先端 津波防災・減災システム

⾃律型防災街灯 タブレット端末住⺠・
来訪者・
観光客

国⺠への配信⇒避難

病院・教育
施設状況

早期復旧

救援活動

救難活動緊急リソー
ス配置

避難誘導
避難行動

避難訓練

避難所・
経路情報

避難所
状況⾃治体システム連携
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④-1 実証項⽬１ リアルタイム津波浸⽔・被害推定 4

テーマ2：沖合観
測結果との検証

テーマ4：実証⾃
治体への発信

テーマ5, 6：利⽤
者への発信

テーマ3：被災地
の被害把握結果と
の検証(東松島市)

テーマ7：被災⾃治
体での効果検証

予測結果の発信・共有と実証

STEP2：スパコンによるリア
ルタイムシミュレーション

• 電⼦基準点リアルタイ
ムデータから津波発⽣
モデルを推定

• そのほかの断層モデル
情報と併⽤

STEP1 : 津波発⽣予測 STEP3：津波浸⽔予測結
果に基づく被害の量的推計

• 浸⽔域内⼈⼝
• 建物被害棟数

G空間
プラットフォーム

• 津波到達時間
• 浸⽔範囲
• 浸⽔深分布

連携

地震の発⽣後20分以内に津波発⽣から浸⽔予測（浸⽔範囲および浸⽔深の分布）・被害推定
が可能であることを実証する。

・津波発⽣予測（断層モデルの即時推定）
・リアルタイム計算に向けた津波シミュレーションモデルの最適化
・有事におけるスーパーコンピュータの優先利⽤
・浸⽔域内⼈⼝、建物被害数の推計



リアルタイム断層モデル推定(RAPiD)
Ohta et al. (2012)

M(EEW) is saturated at M 8.1
RAPiD’s Mw is converging to M 8.7 in 3 min.

Sequence of magnitude estimation
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JMA Earthquake 
Early Warning 
(EEW)

RAPiD

8.7

8.1

STA=0:
Estimation 
complete
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10mメッシュ領域地形データカラー陰影図
※⾼知県南海トラフ地震対策課提供データに基づく

演算時間 8分

Items Condition

理論式 Non-linear Shallow Water Equations

計算スキーム Staggered Leap-frog FDM

dx Nested Grid（810m, 270m, 90m, 30m, 10ｍ）

dt 0.25 sec. (Satisfying stability condition)

潮位 HWL

リアルタイム津波シミュレーション

TUNAMI-Code
Tohoku University’s Numerical 
Analysis Model for Investigating 

Tsunami

（高知市での事例）
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Time Constraint:10 min.

* SX-ACE 64 nodes include 256 cores(17.7TFlops).

スーパーコンピュータの利⽤
Supercomputer SX-ACE in Tohoku Univ.

SX-ACE Specification
System
Performance

707 Tflops
(2,560 nodes)

Node
Performance

276 Gflops 
(4 cores)

Core
Performance

69 Gflops

Memory 
Through-put

256 GB/S/node

Memory
Capacity

64 GB/node
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被害推定：津波フラジリティカーブ
Koshimura et al. (2014)

Wooden houses

Others (Steel, RC)
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④-２ 実証項⽬２ 沖合の津波観測による津波予測精度の向上

9

⾼知県所有 浮漁礁
（⿊潮牧場16号ブイ）

従来⽅式（RTK⽅式）のGPS波浪計は、測位による制限から20kmを超える離
岸距離では計測できないため、津波検知から避難⾏動への情報発信に時間的な
余裕がない。この制限を排除する新⽅式（PPP-AR⽅式）の測位による津波検知
を検証する。
・⾼知県沖合約35kmに位置する浮漁礁「⿊潮牧場16号ブイ」に設置
・新⽅式による測位結果が従来⽅式と同等の精度を有することを検証



④-3 実証項⽬３ リモートセンシングによる津波被害の迅速な把握と検証

10津波災害前後の衛星画像を⽤いて浸⽔域の把握及び浸⽔による倒壊家屋の⾃動抽出の実現性の検
証する。
・東⽇本⼤震災の事例で検証（東松島市）
・津波災害前後の衛星画像からの倒壊家屋(全壊)の抽出 他

Copyright Digitalglobe

実施イメージ

Worldview-2諸元
打ち上げ：2009年10月8日
軌道高度：770 km
降交地方通過時：10:30
軌道周期：100分
搭載センサ：光学パンクロ/マルチスペクトル
センサ
波長域：パンクロマチックセンサ 450 - 800 
nm
マルチスペクトルセンサ(8バンド) 地上分解
能：0.46m(パンクロ)
1.85m(マルチスペクトル)
※：いずれも直下視の場合
ダイナミックレンジ：11ビット/画素
走査幅：16.4km
※：直下視の場合
撮像能力：100万km2/日



④-４ 実証項⽬４ 津波情報の⾃治体防災システムへの発信、避難指⽰コンテンツの伝達

11津波情報の⾃治体への発信とその有効性を実証する。また、避難指⽰コンテンツの検証として、
⾃治体が発信する避難指⽰について、住⺠に対し、より強い避難⾏動の動機づけとなるような避
難指⽰コンテンツのありかたについて検討する。

• 11⽉21⽇に避難指⽰コンテンツ⾒直しセミ
ナー＠⾼知を実施

• 12⽉21⽇に⾼知県の避難訓練において⾃治体
防災システムの試験運⽤



④-５ 実証項⽬５ 準天頂衛星等を活⽤した多層的な情報伝達の実証 12

地域住⺠や⼟地勘のない来訪者等でも安⼼安全に避難⾏動を⾏えるようにするため、準天頂衛星のメッ
セージ作成機能及び受信アプリケーションの構築を⾏い、準天頂衛星のメッセージ等をトリガーに災害情
報をスマートフォンアプリやサイネージにより多層的に伝達する⼿段の有効性を実証する。また、準天頂
衛星のメッセージ作成及び利⽤に関する課題・要件等の整理や災害時の情報伝達について検討する。

静岡市役所

Wi-Fi Push
サービス

受信機

Push>>
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

準天頂衛星
メッセージ
受信確認

外部Web
サーバ

平
常

災
害

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
サイネージ
サービス

デジタルサイネージ

Push配信

準天頂衛星
配信機関

受信機 専⽤アプ
リで避難
⾏動

Webサイト
情報で避難
⾏動

実証１：⾃治体が準天頂衛星のメッセージを作成し、
ユーザが受信する検証（５分以内）

実証２：準天頂衛星のメッセージ機能を活⽤した
情報伝達、避難場所への到達状況の検証

実証３：Wi-Fi端末を活⽤した情報伝達、
避難場所への到達状況の検証

実証４：デジタルサイネージでの情報伝達の
有効性検証

実証１

実証２

実証３

実証４平
常

災
害

災害情報
（津波情報等）

準天頂衛星のメッセージ
作成ツール（⼊⼒画⾯）

スマート
フォン

スマートフォン

スマート
フォン

掲⽰情報で
避難⾏動



実証項⽬５ 準天頂衛星等を活⽤した多層的な情報伝達の実証
実証２：専⽤アプリにおける表⽰例
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②
専⽤アプリ画⾯

（災害情報の表⽰）

13

①
準天頂衛星の

メッセージを受信

③
専⽤アプリ画⾯

（避難場所の表⽰）

④
専⽤アプリ画⾯

（避難ルート表⽰）

©株式会社しずおかオンライン



④-６ 実証項⽬６ 耐災害ICTを活⽤した災害に強いネットワーク技術の実証

14耐災害ＩＣＴに関する以下の技術を統合し、既存のネットワークインフラに障
害があっても、住⺠に確実に避難情報等の伝達、地域ごとへの細かな情報配信、
さらに避難所内外との通信確保が可能な技術の実証を⾏う。
・複数のネットワークインフラを相互利⽤する技術やセキュアな災害情報伝達
技術
・障害にあっても切れにくいメッシュネットワーク技術

3月初旬に高知県
高知市にて実証テ
スト予定



④-７ 実証項⽬７ リアルタイム津波浸⽔情報の被災地配信を想定した
災害対応業務の合理化・効率化

15東⽇本⼤震災における⽯巻市の経験を統合的防災マネジメント理論に基づいてまとめ、
災害時における適切な対応を⽀援する災害対応⽀援システムの原型を構築する。
災害対応業務に要する⾃治体各部署のワークロードを時間軸に沿って予想し、部署や
組織間の業務分担、⼈員の連携による業務の合理化・効率化を図るためのインター
フェースおよび意思決定⽀援システムの原型を構築する。さらに本システムを利⽤し
て、机上訓練が実施できるようにする。

発災前：事前対策の実施に
よる被害軽減量と業務効率
化による発災後対応業務量
の低減効果を評価

発災後：事後対応のプロセ
ス・期間・対応人数の推定


